
11月18日（日）、第44回はたらく女性の愛知県

集会を労働会館で開催し、84人が参加しました。

この集会は愛労連女性協に参加する労働組合や新婦

人、愛商連、共産党、名高教などの女性部で実行委

員会をつくり運営しています。今年の集会では、オー

プニングに地元でも活躍するヴァイオリニストの森

悦子さんがソロで聴かせてくれました。

集会は、冒頭に佐藤斉子実行委員長があいさつ。

その後、愛知の情勢や全国のはたらく女性の実態な

どを中井事務局長が報告しました。参加者からの活動報告では、争議をたたか

う仲間（非常勤講師組合･加藤さん）、慰安婦問題（新婦人）、社保庁闘争（愛

知国公･全厚生）、脱原発のとりくみ（建交労）がありました。

休憩をはさんでの記念講演は労働経済フリージャーナリストの小林美希さん。

自身も就職氷河期世代であり、雑誌「エコノミスト」などで同世代の青年の厳

しい労働実態について取材を通じて明らかにしています。小林さんは「女性の

働き方は異常であり、看護職・介護職などの技術職現場で切迫流産経験者が２

倍以上。生理休暇も死語となりつつある中、『女性の権利』を求めることは

『男性の権利』を主張

することでもあり、さ

らに『子どもや親の権

利』でもある」と話し、

「労働組合がとりくむ

アンケートは参考にな

り、重要なもの」と、

さらなる奮闘を求めて

激励しました。

参加者からは「法律

があってもおかしいこ

とはおかしいと声を上

げることが必要」「子どもができること（妊娠）を喜

び合える社会を実現したい」などの声がありました。

会場は母親連絡会や全国一般などの物資販売、コー

ヒーや書籍販売が並び、休憩中も和気あいあい。3時間

という短い集会でしたが、もりだくさんの中身で参加

されたみなさんに大変好評でした。来年は全国の仲間

が集う「第58回はたらく女性の中央集会」が11月に名

古屋で開催されます。当日および実行委員会への参加

とあわせ、集会へのご支援･ご協力をお願いします。

ヴァイオリン演奏の森悦子さ

ん㊤、活動報告をする新婦人

の3人㊧と建交労女性部㊦

記念講演の小林美希さん



12月5日（水）に労働会館で今年度

最後の実行委員会をおこないました。

感想にもあるように、今年の集会は大

変好評でした。来年度は愛知で中央集会を開催します。今年の中

央集会（11月：京都）では2日間で1300人を超える仲間が集

まりました。来年度に向けては、実行委員会の参加団体を広げる

ことを目標に、ニュースを発行して会議の様子や進捗状況などを

随時お知らせすることにしました。なお、第58回はたらく女性

の中央集会･愛知実行委員会は2013年4月頃に発足します。会

議への参加、よろしくお願いします。

◎中央集会実行委員会（東京）

は2月に発足します。中央の

会議状況をへて、愛知（現地）

実行委員会を発足します。

1.集会全体に関して

・みなさんの発言を聞き元気をもらいました!!物販も楽し

ませていただきました。

・時間もきっちりしていて、集中できた集会でした。

・皆さんの発言に日本の働き方のおかしさを本当に感じま

した。大変な中、活動されていてすばらしいと思いまし

た。私も自分の力にしてがんばりたい！です。

・「労働者が突然解雇される世の中じゃなくなるように」

という発言が印象に残っている。３割４割の妊産婦が夜

勤していることに驚いた。

・分科会があって、みんなの発言があっても良かったかな

あと思いました。

2.講演内容に関して

・自分の子どもと同世代の講師ということで大変興味深く

聞かせてもらいました。私の世代には育休制度をつくる

ために大闘争をしたことがなつかしいのですが、今は制

度はかなり出来たのに、雇用制度の悪化のために育児退

職が多くなっているという矛盾が出ています。講師の小

林さんのお話にはほんとうに共感しました。このままで

はいいはずがありません。これだけ情報がある中で先進

国、経済大国として恥かしいかぎりです。

・荒廃した日本の社会を改めて実感。頼りにならない国会

議員にもやっぱり…とても参考になりました。

・わかりやすくユーモアを入れてのお話、すばらしかった

です。益々のご活躍を願っています。

・ここまで日本の企業がくさっている(?)現実があるのか

と、びっくりしました。普通に子供を産み、育てる事が

出来ない国は未来がないですよね。本当に今、声をあげ

ていかなければ、貧しい国となっていきますね。女性は、

もっともっと声をあげていかなければ…と改めて考えさ

せられました。

・私が今、3人目を妊娠中でもうすぐ3度目の産休・育休に

入ることもあり、とても身近に感じられる内容でした。

私の職場でも問題は山積みですが、今日の話のひどさに

は本当に驚きました。つらくて頑張れるかな?と思うこ

とも多々ありますが、時短を利用している会社が伸び

ているとの言葉にはげまされました。「子どもができる

ことを喜び合える社会を」とても素敵な言葉でした。

3.文化行事関して

・バイオリンの生演奏を聴けてよかったです。バイオリン

の音色は心を癒してくれました。日々の生活の中で、時

にはこんな音色につつまれる時がもてれば良いですね。

・とても良かったです。涙が流れました。

・心がなごみ、豊かになるので、続けて欲しい。

4.今後の集会内容や講師の希望について

・来年、中央集会が愛知で開催されるとのこと。愛知の働

く女性の力を広く結集させて頑張ってください。楽しみ

にして今から日程を空けておきます。

・マスクの準備がされていて良かったです。お花がとても

素敵でした。

・各職場から参加ということが分かるような、旗やポスター、

タペストリーなどがあると連帯感でるのでは。

たくさんのご意見、ありがとうございました。


